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カントが 発狂の 階梯 だ と 恐れた 夢 を 自身 に検究 する 

事に 再び 着目した る は、 新約 克のジ ユリウス、 ネル ソ 

X Julius Nelson です、 既に 記録した 夢の 数 は 四千 あ 

つて、 短 いのは 一語で 写され、 長いのに は 百 語 を 費す、 

ネルソン は 夢 を 区別して 晚夢、 夜 夢、 朝 夢の 三と した 

り、 晚夢は 疲労の 日に 継ぐ もので、 大抵 日 業の 継続 か 

ら 悲壮 的の 結末 を 示し —— 昼間 氷 鞾の戯 をな し 夕に も 

これ を 夢み 遂に 僵る —— 醒める 時には 筋肉の 劇 動 をし 

又は 叫喚す、 夜 夢 は 日間 神経の 剌衝 興奮に 継ぐ —— 火 

災の 後に 烟 火の 昇る を、 点竄 をな す 後に 難 符号の 出る 

を、 聴 楽の 後に 音響 を 夢み る 飲酒 はこれ を 促す、 



は 関係せ ず ネルソン は 是れを 以て ハム モンド 

Hsnmond の會て 信じた 「男子 月経」 Katameniai 

masculina の 明 証と 云 へ り。 

この 消長 はまた 一 年の 中に も 見えて 三 四月の 弧線 は 

尤も 低く 十 一、 十一 一月 は 尤も 高し (Americ. Journal 

of psy.ch.OL, I, 3 し 

これと 趣 を 異にした る もの は 二 ッッァ ー の 人 マ カリ 

ポ Macario が 病人の 夢の 検究 なり 未だ 閾を 越えて 識 

界に 入らざる 痛楚、 不仁 等 も 眠って 居る 間 休む 調停 作 

用のお 蔭で 夢に 顕 はれる 即ち 所謂 病 兆 夢 Pr§d. de 

Paris 1888 & 1889.) 
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